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図4 載荷装置図
図-2 試験体図

表ー1 鉄筋引張試験結果

引張強さ ヤング係数 降伏比 破断伸び

<ru(Nlmmう ,E(X 103N/mrnう
降伏ひずみ

<Ty!<Tu （％） 

537 183 0.00211 0.717 19.4 

536 187 0.00232 0.809 24.9 
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図-3 柱頭・柱脚平均曲率一部材角関係

写真1 デジタル顕微鏡による

ひび割れ幅の測定

端部の曲率を追跡している． 図3は各試験体の変位振幅反転点における，柱頭・柱脚部 1D間の平均曲率と部材角の関係

である． 平均曲率と部材角の関係はほぼ線形であり，スタブ間の相対変位のほとんどは柱頭と柱脚のID部の曲げ変形か

ら説明できることが分かる．

(2)ひび割れ幅の測定

載荷各サイクルの最大変位振幅時（以下ピーク時とする）とその荷重除荷時に，柱頭および柱脚より 1Dの長さの間で

の曲げひび割れを目視で確認し，ひびわれ幅を倍率200倍のデジタル顕微鏡で測定した（写真4参照）．柱頭および柱脚

部の危険断面においては，大変形時にひび割れ幅がデジタル顕微鏡の測定範囲を超える時があり，その場合は倍率を 100

倍として計測した．
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